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● 編 集 後 記 ●

　『福島大学地域創造』第26巻第１号を刊行するに当たり，寄稿・投稿者の方々，査読者の方々，地域
連携課（資料室）担当者など，多くの方々にご協力いただきました。皆様に深く感謝いたします。
　本号から，個々の論文にも英語のタイトル等を付した（今までは裏表紙にしか記していなかった）。
本誌に掲載された論文が，今や冊子体としてではなく，ほとんどが個々の論文のpdfとして読まれてい
ると見込まれることを意識してである。
　かつては，大学紀要は日本の大学の教育研究の成果の発表の場として重要であった。しかし，学会の
細分化・増加により多くの学会誌が創設されるようになり，またそれらの中にはかなり敷居の低いもの
も見られるようになった。さらに，地方大学でも大学教員の研究者としての側面が増大し，その研究者
の評価が陰に陽に行われるようになった。そして，良くも悪くもその評価はどの雑誌に何報掲載された
かであった。理系の多くの分野では，紀要に論文を投稿するメリットは皆無となった。そのような分野
では，学会誌等に掲載できないような論文が紀要に載ると見なされたからである。論文の検索システム
がなく，大学紀要に書いても，学外の研究者が見てくれないことが多いこと，あるいは逆に，重要な論
文が他大学の紀要に掲載されていると，見落とす可能性があり困ることも致命的であった。そのような
流れで主だった大学の紀要の多くが廃刊，あるいは休刊になって久しい。
　ところがここへ来て，少なくとも地方大学では流れが変わって来たように思う。地方大学の役割の中
で地域貢献の比重が増してきた。CiNii（国立情報学研究所論文情報ナビゲータ）に紀要が登録された
ため論文検索も，pdf化されたために論文内容の検索も，容易になったことも大きいと思う。研究者と
しての評価が上がらないことを気にしなければ，紀要は，比較的気軽に必要な情報を残す，あるいは必
要な人に情報を届けることができるツールとなった。しかし，学会誌等との住み分けは必要であろう。
地方大学紀要の存在意義として顕著なのは，学会誌等での掲載が困難な長編の論文や資料的色彩の強い
論文，それから学会誌にはなじまない地域的な課題についての論文を掲載することができることである
と思う。その意味で，福島大学が地域を対象に限定した紀要である『福島大学地域創造』誌を維持・発
展させてきたのは賢明であったと思う。一方で，福島大学も教員も本誌の特質を理解し，もっと活用す
べきではないかと思う。個人的には，毎号教員の１，２割ぐらいが投稿し，つまり50～100本ぐらいの論
文が掲載され，大学としての地方貢献のアクティビティを誇示し，大学もそれを推奨，あるいは誘導す
るような策を行っても良いのではないかと思う。そのような方向に進むよう，編集としても努力したい
と考えている。 （共生システム理工学類　黒沢　高秀）
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